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Ⅰ はじめに 

 本年度より，東雲小学校・東雲中学校では，「『グローバル時代をきりひらく資質・能力』を培う教育

の創造」を研究テーマに設定して実践研究を始めることになった。本研究における「グローバル時代を

きりひらく資質・能力」は，先行研究と先進校の取り組み，本校の教育目標を踏まえて，「さまざまな文

化や価値観を理解し認め合いながら自分の考えを明確にして問題を解決する力」と定義し，これを育成

するひとつの方略として協働的問題解決１）を取り上げた。協働的問題解決（collaborative problem 

solving）は，21 世紀型スキルの学びと評価プロジェクト（Assessment and Teaching of Twenty-First 

Century Skills Project(ATC21S))で注目された２つの大きなスキル領域のうちの１つであり，一人ひと

りがわかっていることをもち寄り，全員の見方や考え方を積極的に取捨選択することを繰り返して，は

じめより納得できる解に到達することをめざすものである。人が複数で話し合うことで，お互いにとっ

て有意義な相互作用を成立させる我が国の理科教育における授業方法には，例えば，古くは仮説実験授

業がある。近年では，Knowledge Forum Japan Project による Knowledge Forum を用いた協調学習が

ある。Knowledge Forum は複数の人間が相互作用する複雑な学習活動を実現させるためのコンピュー

タを用いた学習支援ツールであり，これを用いて神戸大学発達科学部附属住吉小学校で 1999 年より 11

年間にわたって行われた実践的研究の知見は，村山（2010）によって紹介されている。最近では，東京

大学の大学発教育支援コンソーシアム推進機構（以後 CoREF とする）が開発した「知識構成型ジグソ

ー法」がある。「知識構成型ジグソー法」は，建設的相互作用を教室で，短時間に教科書にある課題を使

って実現する「型」であり（三宅・益川，2014），近年，小学校・中学校・高等学校の各教科において実

践の蓄積が行われている。蓄積された実践と研究の成果は，「協調が生む学びの多様性」（CoREF，2011），

「協調が生む学びの多様性 第 2 集 －新しいゴールへ向けて－」（CoREF，2012），「協調が生む学びの

多様性 第 3





水は上に動くこと」「水を温めるとかさが増え，冷やすとかさが減ること」「温まった水は同体積の常温

の水よりも軽いこと」を学習している。本時では，まず，温まった水が上に動く理由を個人で考え，自

分の意見を明確にする。次に，グループで意見を交流し，「温まった水は，周りにある常温の水よりも軽

いため，上に動くこと」をまとめていく。話し合いの際には，これまでの実験をタブレットで撮影した

動画や，温まった水や常温の水のモデルとして青と赤のマグネットを用いることで，話し合いが具体的

な現象をもとに進められるようにする。 

 

③小学校複式高学年 

５年：ふりこのきまり 

既習事項をもとに，ふりこが一往復する時間は何に比例するかを探る。児童は，本時までにふりこの

長さを変えればふりこが一往復する時間は変わることを学習している。本時では，２秒，３秒で一往復

するふりこを作る過程で，まず，自分の意見を明確化し説明し，他者の意見を聞き入れ，自分の意見を

修正したり強化したりし，この話し合いの結果として，ふりこの規則性を見出すことができるようにす

る。 

６年：水溶液の性質 

既習事項をもとに，実験を通して未知の水溶液を同定する。教材は無色透明で無臭のものを用いる。

溶質を同定する方法として，児童は本時までに，リトマス試験紙，蒸発乾固，金属との反応等を履修済

みである。本時では，実験方法を考えることに加えて「どういう結果が出れば何が言えるのか？」につ

いて，まず，自分の意見を明確化し説明し，他者の意見を聞き入れ，自分の意見を修正したり強化した

りし，この話し合いの結果として，実験方法を確定させる。時間があれば，実施できる実験から行って，

結果から候補を絞り込んでいくようにする。 

 

④中学校１年 

ものの浮き沈みの原因について，密度の概念を用いて説明できるようにする。生徒は，これまでに気

体の性質において，発生させた気体が水に溶けやすい場合，空気と比較することで捕集方法が変化する

ことを学習している。ここでは，発生した気体と空気との密度の比較を，軽いまたは重いという定性的

な表現で理解している。本時では，４つのエキスパート資料を用いて，それぞれの資料を他者に説明す

る学習活動を通して，密度の概念を導き出すとともに，その概念を用いてものの浮き沈みについて説明

できるようにする。 

 


